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管理職と一般社員の
認識ギャップによる問題と解決法

1. はじめに：日常的には見えない問題
1 認識ギャップとは何か
2 認識ギャップを助長する「先入観」と「ステレオタイプ」
3 認識ギャップが生み出す低い生産性の例
4 管理職と一般社員の認識ギャップに着目する理由
5 認識ギャップに注目してアクションをとる効果と難しさ

2. すべての認識ギャップに共通する「解決法」

3. 重要な5つの認識ギャップと解決のポイント
1 就労観・キャリア
2 役割期待
3 仕事の目的・ゴール・進め方
4 管理職による部下指導・支援
5 就業規則・評価制度

4. 変えていくための「きっかけ」

5. まとめ：ギャップがあるから前進できる

■組織の摩擦を防ぐために
　「心理的安全性という言葉にひっかかって，部
下指導をためらう管理職が増えているんです」と
複数顧客から筆者は最近聞きました。その点を詳
しくお尋ねしたところ，「心理的安全性をぬるま
湯状態のことだと誤解する部下が出始めていて，
指導をすると心理的安全性が阻害されたと部下が
言い出して困ると管理職から相談されているので
す」とのことでした。
　心理的安全性という言葉一つを取っても，その
浅い理解，誤解が組織にはびこっているなかで人
材育成や組織マネジメントに取り組めば，至ると
ころで混乱や摩擦が起きかねません。
　本稿は，そのような「認識ギャップ」から生じ
る問題でお困りの方が，その解決のヒントを見出
していただけることを願って書きました。
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